
一
八
五
六
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
一
つ
の
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
上
部

シ
レ
ジ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
地
の
坑
夫
に
多
発
し
て
い
た
肺
疾

患
の
実
態
を
調
べ
る
の
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
委
員
会
は
、
こ
の

肺
疾
患
が
、
内
因
性
の
肺
メ
ラ
ノ
ー
シ
ス
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う

驚
く
べ
き
結
論
を
答
申
し
た
。

炭
鉱
業
の
先
進
国
で
あ
っ
た
英
国
の
事
情
を
見
よ
う
。
一
八
世
紀

の
産
業
革
命
は
石
炭
の
露
天
掘
り
か
ら
地
下
採
掘
へ
の
転
換
と
深
く

関
連
し
て
い
た
。
炭
鉱
夫
の
黒
唾
病
（
匡
騨
鼻
唾
宮
呈
の
）
の
歴
史
を

こ
こ
で
は
詳
し
く
論
じ
な
い
が
、
一
九
世
紀
の
初
頭
に
は
、
医
師
た

ち
は
、
肺
、
気
管
支
リ
ン
。
〈
節
の
黒
色
色
素
が
吸
入
塵
に
よ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
知
っ
て
い
た
（
た
と
え
ば
ピ
ア
ソ
ン
、
一
八
一
三
）
。

じ
ん
肺
史
の
一
断
面

Ｉ
ゥ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
説
を
中
心
に
Ｉ

梶
田

昭

吸
入
炭
粉
が
肺
疾
患
（
マ
ー
シ
ャ
ル
の
吾
牙
璽
の
日
①
宮
昌
昌
３
、
あ

る
い
は
ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
の
画
貝
言
騨
８
爵
）
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
も

三
○
年
代
に
は
ほ
ぼ
常
識
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
思
う
と
、
ド
イ

ツ
人
の
こ
の
結
論
は
ひ
ど
く
時
代
錯
誤
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ち
な
象
に
、
肺
の
メ
ラ
ノ
ー
シ
ス
と
い
う
言
葉
は
、
ラ
エ
ン
ネ
ッ

ク
、
ベ
イ
ル
ら
、
一
九
世
紀
始
め
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
由
来
す
る
。
ラ

エ
ン
ネ
ッ
ク
は
炭
鉱
夫
の
毎
日
目
町
の
ロ
日
『
冒
冒
。
唇
巴
再
の
の
外
因

性
起
源
を
知
っ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
の
委
員
会
は
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
見
解
に
影
響
さ
れ
た
、
と

い
わ
れ
る
。
ま
だ
若
年
の
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
の
力
を

持
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
も
不
思
議
だ
が
、
し
か
も
そ
の
ウ
ィ
ル

ヒ
ョ
ゥ
は
、
八
年
前
に
は
同
じ
上
部
シ
レ
ジ
ア
の
疫
病
の
調
査
を
し

て
、
ひ
ど
く
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
「
社
会
改
革
」
の
処
方
を
書
い
た
は
ず

な
の
で
あ
る
。

肺
の
炭
症
に
つ
い
て
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
最
初
の
発
言
は
、
そ
の

疫
病
調
査
に
先
立
つ
一
年
前
、
一
八
四
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

ア
ル
ヒ
ー
フ
の
第
一
巻
に
よ
せ
た
「
病
的
色
素
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
論
文
で
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
肺
の
着
色
の
原
因
を
、
体
内
で
ヘ
マ

チ
ン
体
か
ら
由
来
す
る
「
色
素
」
の
ひ
と
つ
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

（130） 292



一
八
五
八
年
三
月
八
日
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
ベ
ル
リ
ン
の
英
国
医

学
協
会
で
「
坑
夫
肺
の
病
理
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
こ
の
時

期
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
「
細
胞
病
理
学
」
の
連
続
講
義
の
最
中
で
、

前
日
の
三
月
七
日
に
は
第
七
講
「
血
液
」
、
二
日
後
の
三
月
十
日
に

は
第
八
講
「
血
液
と
リ
ン
・
こ
を
講
じ
て
い
る
。
こ
の
講
演
で
も
か

れ
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
送
ら
れ
た
肺
標
本
の
所
見
に
関
連
し

て
、
肺
色
素
の
ヘ
マ
チ
ン
体
由
来
に
固
執
し
て
い
る
。
な
お
こ
こ
で

検
査
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
ケ
リ
カ
ー
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
、
グ
ッ
ド
サ
ー
が
二
回
に
わ
た
っ
て
送

付
し
た
も
の
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
医
師
か
ら
届
け
ら
れ
た
も
の
、
か
ら

付
し
た
も
の
、

成
っ
て
い
た
。

ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
が
、
肺
に
、
惨
出
物
由
来
の
色
素
沈
着
症
と
別

に
、
固
有
の
炭
症
も
お
こ
る
こ
と
を
認
め
た
の
は
、
ト
ラ
ウ
ベ
の
報

告
（
一
八
六
○
、
一
八
六
六
）
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ト
ラ
ゥ
零
へ

は
、
吸
入
粉
塵
の
肺
胞
内
滞
留
、
間
質
へ
の
侵
入
を
始
め
て
証
明
し

た
。
そ
の
第
二
報
の
剖
検
は
コ
ー
ン
ハ
イ
ム
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ツ
ェ
ン
カ
ー
が
酉
２
日
。
百
日
ｏ
爵
（
じ
ん
肺
）
の
語
を
提
案
し

た
の
は
一
八
六
七
年
で
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
「
じ
ん
肺
」
の
概
念
が

ド
イ
ツ
人
の
間
に
定
着
し
た
の
で
あ
る
。
一
八
六
九
年
、
マ
イ
ネ
ル

は
○
冨
胃
ｏ
爵
（
石
肺
症
）
と
い
う
言
葉
を
導
入
し
た
が
、
あ
ま
り

普
及
は
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
病
因
性
微
生
物
が
活
発
な
話
題
に
な
る
よ
り
少
し
前
の
こ

と
で
あ
る
。
外
来
性
の
吸
引
物
の
役
割
を
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
が
な
か
な

か
承
認
せ
ず
、
そ
れ
が
、
職
業
病
（
じ
ん
肺
）
の
認
識
に
お
い
て
ド

イ
ツ
が
後
進
の
地
位
に
甘
ん
ず
る
ひ
と
つ
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
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